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業
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私
は
こ
れ
ま
で
に
島
根
県
八
束
郡
宍
道
町
の
諸
神
社
、
お
よ
び
諸
神
社
に
係
わ
る
研
究
と
し
て
、
左
記
の
A
1
H
論
文
を
公
刊
し
、

そ
の
続

島
根
県
宍
道
町
、
大
森
神
社
旧
神
職
宍
道
（
池
田
）
家
蔵
『
勲
業
宍
道
家
正
系
」
（
一
）
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人
四

編
の

I
も
本
論
文
と
同
時
に
公
刊
す
る
予
定
で
あ
る
。
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ポ

マ

エ

ヨ

こ
れ
ら
の
論
文
に
お
い
て
主
に
考
察
し
た
神
職
家
は
、
宍
道
町
の
氷
川
神
社
の
後
大
坪
家
（
屋
号
「
後
代
宮
家
」
）
と
前
大
坪
家
（
屋
号
「
前
代

サ

ゾ

オ

l
モ
l
ズ
〆
ザ

宇
和
乙
で
あ
っ
た
。
宍
道
町
大
字
佐
々
布
の
大
森
神
社
旧
神
職
宍
道
（
池
田
）
家
は
、
少
な
く
と
も
江
戸
時
代
以
来
大
正

8
（
凶
）
年
に
最
後
の

神
職
峰
清
（
天
保
6
〈
富
山
〉
年
生
）
が
没
す
る
頃
ま
で
、
大
字
佐
々
布
内
の
諸
社
を
管
掌
し
て
来
た
家
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
私
は
宍
道
（
池
田
）
家
そ
の
も
の
を
研
究
対
象
と
し
た
こ
と
は
な
く
、
同
家
の
家
系
図
の
一
部
を
「
宍
道
達
氏
蔵

宍
道
氏
家
系
図
」
と
し
て

B
論
文
（
ね
ベ

1
剖
ペ
）
に
紹
介
し
、
解
説
を
附
し
た
の
み
で
あ
っ
た
。

A
論
文
以
来
、
就
中
式
内
宍
道
神
社
（
「
風
土

記
』
士
ハ
道
杜
）
を
め
ぐ
る
社
論
（
G
1
I
論
文
）
を
考
察
す
る
中
で
、
宍
道
（
池
田
）
家
の
宍
道
地
域
に
お
け
る
神
社
史
上
の
足
跡
の
大
き
い
こ
と

が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
本
論
文
で
は
同
家
の
家
系
図
を
手
掛
か
り
と
し
て
同
家
の
歴
史
を
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。
こ
の
研
究
を
通

し
て
、
『
出
雲
国
風
土
記
』
（
以
下
「
風
土
記
』
）
の
宍
道
郷
の
記
載
に
つ
い
て
も
若
干
寄
与
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

本
稿
で
は
、
同
家
に
伝
わ
る
3
種
の
家
系
図
の
う
ち
の
一
つ
を
翻
刻
紹
介
し
、
考
察
を
加
え
る
こ
と
に
す
る
。
こ
こ
に
紹
介
す
る
『
勲
業
宍

道
家
正
系
』
は
、
宍
道
峰
清
の
孫
故
宍
道
勲
氏
の
夫
人
鈴
子
氏
が
所
蔵
さ
れ
る
3
種
の
家
系
図
の
う
ち
の
一
つ
で
、
作
成
時
期
が
最
も
古
く
、
か

つ
原
本
と
見
倣
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
系
図
を
祖
本
と
し
て
後
に
位
世
以
下
を
後
補
し
た
系
図
が
あ
る
。
そ
れ
が
後
述
第
一
章
の
⑤
系
図
で
あ
る
。
＠
系
図
と
同
種
類
の
系
図

が
島
根
県
古
代
文
化
セ
ン
タ
ー
所
蔵
の
富
家
文
書
中
に
あ
り
（
同
セ
ン
タ
ー
提
供
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
か
ら
の
焼
付
に
よ
る
確
認
）
、
そ
れ
を
井
上
寛

（

1
）
 

司
氏
が
最
近
刊
行
の
「
宍
道
町
史
史
料
編
』
（
闘
ペ

l
mペ
。
宍
道
町
で
は
、
昭
和
お
〈
W
〉
年
に
『
宍
道
町
誌
」
を
発
行
し
た
。
D
論
文
で
は
こ
の
略
号
を

『
町
誌
」
〈
比
べ
下
段
8
行
自
〉
と
し
た
。
以
下
、
こ
の
新
町
史
の
略
号
を
『
新
町
史
』
も
し
く
は
『
新
町
史
（
史
料
編
）
』
と
す
る
）
に
紹
介
し
、
解
説
を
加
え
て

お
ら
れ
る
。
但
し
、
同
『
新
町
史
』
は
、
古
代
中
世
史
料
を
収
録
し
て
お
り
、
佐
々
木
京
極
氏
よ
り
出
て
主
に
戦
国
時
代
に
活
躍
し
た
武
将
の

宍
道
氏
の
関
連
資
料
と
し
て
紹
介
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
、
井
上
氏
は

2
世
か
ら
お
世
の
聞
と
り
世
（
私
が
こ
こ
に
紹
介
す
る
系
図
は
引
世
が
最
終
）

以
降
を
省
略
し
て
お
ら
れ
る
。
井
上
氏
の
解
説
も
戦
国
武
将
の
宍
道
氏
に
止
ま
っ
て
お
り
、
そ
れ
以
外
に
は
触
れ
て
お
ら
れ
な
い
。



そ
の
系
図
に
つ
い
て
井
上
氏
は
次
の
よ
う
な
評
価
を
下
し
て
お
ら
れ
る
。
即
ち
、

す
で
に
中
世
に
関
し
て
の
歴
史
的
事
実
が
確
認
で
き
な
く
な
っ
た
状
況
の
中
で
こ
の
系
図
が
作
成
さ
れ
た
の
は
疑
い
の
な
い
と
こ
ろ
で

あ
っ
て
、
や
は
り
系
図
の
信
憲
性
と
い
う
点
で
、
少
な
く
と
も
こ
こ
に
掲
載
し
た
中
世
部
分
に
関
し
て
は
重
大
な
疑
義
を
含
む
も
の
と
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（
『
新
町
史
』
悶
ペ
下
段
）

と
し
、
「
本
家
系
図
は
近
世
後
期
、
な
い
し
幕
末
期
に
な
っ
て
新
し
く
創
出
さ
れ
た
と
考
え
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
」
（
向
日
ペ
上
段
）
と
せ
ら
れ

る
。
そ
し
て
、
翻
刻
せ
ら
れ
た
同
系
図
の
末
尾
に
「
本
記
録
の
内
容
は
正
確
な
歴
史
的
事
実
と
は
認
め
難
い
が
、
参
考
の
た
め
掲
げ
る
。
」
と
附

し
て
お
ら
れ
る
。

井
上
氏
の
こ
の
学
問
的
評
価
は
、
私
が
こ
こ
に
紹
介
す
る
系
図
の
井
上
氏
の
省
略
せ
ら
れ
た
範
囲
（
主
に
中
世
以
外
）
に
相
当
す
る
部
分
に
つ

い
て
も
該
当
す
る
と
私
は
考
え
る
。
さ
ら
に
本
稿
の
続
編
で
の
老
桑
に
よ
っ
て
、
こ
の
系
図
の
祖
本
（
限
）
の
作
成
さ
れ
た
時
期
は
井
上
氏
の
推

定
よ
り
も
さ
ら
に
限
定
さ
れ
、
作
成
者
も
あ
る
程
度
推
測
が
つ
く
の
で
は
な
い
か
と
予
測
さ
れ
る
。

そ
の
よ
う
な
性
格
の
系
図
で
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
こ
こ
に
紹
介
し
、
考
察
の
対
象
と
す
る
理
由
は
、
井
上
氏
が
「
こ
れ
ら
の
系
図
は
何
ら
か

の
伝
承
と
記
憶
を
そ
の
基
礎
に
持
ち
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
私
た
ち
に
、
宍
道
氏
の
歴
史
に
関
す
る
一
定
の
情
報
を
提
供
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
」

（
問
拙
ペ
上
段
）
と
せ
ら
れ
る
の
と
同
意
見
だ
か
ら
で
あ
る
。
右
の
引
用
文
中
の
「
宍
道
氏
」
と
は
戦
国
武
将
の
宍
道
氏
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
る

が
、
こ
の
こ
と
は
宍
道
（
池
田
）
家
に
つ
い
て
も
当
て
は
ま
る
と
思
う
。

本
稿
の
『
勲
業
宍
道
家
正
系
』
が
戦
国
武
将
の
宍
道
氏
の
歴
史
に
関
す
る
情
報
を
果
し
て
提
供
す
る
か
否
か
は
、
目
下
の
と
こ
ろ
断
定
で
き

な
い
け
れ
ど
も
、
少
な
く
と
も
宍
道
（
池
田
）
家
に
つ
い
て
は
、
あ
る
程
度
可
能
で
は
な
い
か
と
思
う
。
そ
し
て
、
宍
道
（
池
田
）
家
を
め
ぐ
る

宍
道
町
の
神
社
史
に
関
し
て
も
資
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

考
察
（
本
稿
続
編
）
で
示
す
如
く
、
系
図
中
の
人
物
の
実
在
を
裏
付
け
る
作
業
は
ほ
と
ん
ど
徒
労
に
近
い
も
の
を
感
ず
る
が
、
私
の
老
丞
小
を
記

録
す
る
こ
と
は
後
人
の
労
を
省
く
こ
と
に
な
る
し
、
考
察
を
通
じ
て
こ
の
系
図
の
作
成
時
期
や
作
成
者
の
性
格
、
作
成
の
目
的
も
あ
る
程
度
は

島
根
県
宍
道
町
、
大
森
神
社
旧
神
職
宍
道
（
池
田
）
家
蔵
「
勲
業
宍
道
家
正
系
』
（
一
）

八
五



知
ら
れ
て
来
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
但
し
、
ほ
と
ん
ど
が
地
方
の
人
物
で
あ
る
ら
し
い
た
め
、
使
用
す
る
総
記
類
そ
の
他
の
資
料
に
限
界

ー、L
、

F
ノ
一
ノ

が
あ
り
、
ま
た
、
地
元
の
古
文
書
を
新
た
に
発
掘
す
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。
門
外
漢
故
に
不
足
点
や
誤
り
の
あ
る
こ
と
を
畏
れ
る
が
、
大

方
の
ご
教
示
を
賜
り
、
充
実
さ
せ
て
行
き
た
い
。

本
研
究
で
は
、
神
職
の
宍
道
家
は
明
治
維
新
の
際
に
池
田
姓
を
改
め
た
（
宍
道
〈
池
田
〉
家
の
文
書
に
よ
る
）
も
の
で
あ
る
か
ら
、
戦
国
武
将
の
宍

道
氏
と
の
混
乱
を
避
け
る
た
め
、
「
宍
道
（
池
田
）
」
と
表
記
す
る
。
本
論
文
に
お
い
て
使
用
す
る
史
料
の
う
ち
、

D
l
I
論
文
に
紹
介
し
用
い
た

も
の
は
、

D
1
I
論
文
で
の
史
料
番
号
（
ゴ
シ
ッ
ク
体
の
算
用
数
字
）
を
用
い
、
文
書
番
号
（
丸
の
中
に
算
用
数
字
）
も
同
様
と
す
る
。
そ
れ
ら
の
丈

書
の
解
説
は
D
E
G論
文
に
記
し
た
。
本
論
文
で
初
め
て
引
用
す
る
史
料
の
番
号
は
、
－
論
文
か
ら
の
続
き
番
号
の
問
、
文
書
番
号
は
G
論
文

か
ら
の
続
き
番
号
の
＠
で
あ
る
。

戦
国
武
将
の
宍
道
家
の
史
料
お
よ
び
知
見
は
、
井
上
寛
司
氏
編
著
『
宍
道
町
歴
史
史
料
集
（
中
世
編
）
』
・
『
新
町
史
（
史
料
編
）
」
（
中
世
は
井
上
氏

担
当
）
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
く
、
学
恩
に
謝
す
る
。
ま
た
、
歴
史
学
上
の
事
項
に
つ
い
て
嵐
義
人
氏
、
主
に
修
験
道
の
事
項
に
つ
い
て
首
藤
善
樹

氏
、
諸
系
図
の
書
誌
に
つ
い
て
宮
内
庁
書
陵
部
櫛
笥
節
男
氏
の
ご
教
示
を
賜
っ
た
。
本
研
究
の
た
め
の
資
料
提
供
等
に
つ
い
て
は
左
記
の
方
々

家
原
吉
造

の
ご
協
力
・
ご
教
示
を
賜
っ
た
。
共
に
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。

大
正
日
（
羽
）
年
生
。
宍
道
町
大
字
佐
々
布
在
住
。

島
根
県
立
図
書
館
郷
土
資
料
室

内
田
文
恵

卜
部
吉
博

遠
藤
春
夫

小
浜
幸
子

宍
道
鈴
子

島
根
県
古
代
文
化
セ
ン
タ
ー

’

’

フ

ガ

ス

キ

マ

チ

大
正
ロ
（
去
）
年
生
。
｛
六
道
町
大
字
東
来
待
在
住
。
日
吉
神
社
（
大
字
東
来
待
）
宮
司
。

大
正
ロ
（
百
）
年
生
。
｛
六
道
町
大
森
神
社
旧
神
職
宍
道
峰
清
の
孫
配
子
氏
長
女
。
宍
道
鈴
子
氏
の
姪
。
安
希
子
の
別
名
も
昭
和
却

（
百
）
年
代
中
頃
以
降
持
つ
。
小
平
市
在
住
。

明
治
抱
負
）
年
生
。
宍
道
峰
清
の
孫
故
宍
道
勲
氏
（
明
治
犯
〈
町
出
〉
年
6
月
初
日
生
・
昭
和
お
も
〉
年
m
M
月
4
日
没
）
夫
人
。
茨
木
市



在
住
。

野
村
泰
久

秦

武
男

昭
和
叩
（
百
）
年
生
。
宍
道
町
大
字
白
石
豊
龍
寺
住
職
。

昭
和
7
（
辺
）
年
生
。
宍
道
町
氷
川
神
社
禰
宜
。

昭
和
4

（
百
）
年
生
。
宍
道
町
大
字
佐
々
布
在
住
。

山
口
県
文
書
館

槙
原
連
吉

和
田
秀
作

本
論
文
に
使
用
す
る
拙
稿

A 

「
『
出
雲
国
風
土
記
』
音
ω
字
郡
宍
道
郷
家
・
宍
道
駅
家
・
宍
道
社
の
比
定
l
山
陰
道
の

N

復
一
子
・
宍
道
湖
水
位
・
考
古
学
的
遺
跡
を
手
が
か
り
と
し

て
l
」
「
風
土
記
研
究
」
第
H
号
、
風
土
記
研
究
会
、
平
成
4

（
官
）
年
6
月
、
豊
田
。

「
『
出
雲
一
国
風
土
記
」
の
数
量
一
表
現
の
信
想
性
、
な
ら
び
に
数
量
表
現
を
め
ぐ
る
編
纂
過
程
の
一
考
察
｜
意
字
郡
宍
道
郷
所
造
天
下
大
神
命
の
猪

8 
像
石
・
犬
像
石
の
同
定
を
手
が
か
り
と
し
て
｜
附
説
『
出
雲
国
風
土
記
』
の
尺
度
」
『
古
代
文
化
研
究
」
第
2
号
、
島
根
県
古
代
文
化
セ
ン
タ
ー
、

平
成
6
（
但
）
年
3
月
、
松
江
。
本
論
文
ね
ベ

1
花
ペ
に
「
宍
道
達
氏
所
蔵
宍
道
氏
家
系
図
（
一
部
分
）
」
を
、
解
説
を
附
し
て
収
録
し
た
。

B
論
文
誤
植
等
訂
正
（
G
論
文
掲
載
分
の
追
加
）

c 

（

誤

）

（

正

）

ね
ベ
上
段
目
行
目
昭
和
田
〈
羽
〉
年
頃
↓
昭
和
明
〈
羽
〉

「
資
料
紹
介
『
出
雲
国
意
宇
郡
宍
道
郷
佐
雑
村
大
森
神
社
村
社
雑
社
旧
摂
末
社

つ
つ
」
『
大
妻
女
子
大
学
紀
要
文
系
』
第
却
号
、
平
成
9
（
貯
）
年
3
月
、
東
京
。
本
文
書
の
略
号
を
『
大
森
神
社
棟
簡
雑
記
』
と
す
る
。

「
島
根
県
八
束
郡
宍
道
町
、
大
坪
三
家
の
系
譜
と
人
物
略
歴
（
一
）
宍
道
町
神
社
研
究
の
た
め
の
基
礎
的
資
料
と
し
て
附
説
（
1
）
『
出
雲
国

年

棟
簡
雑
記
』
｜
八
束
郡
宍
道
町
「
女
夫
岩
遺
跡
」
に
ふ
れ

D 

島
根
県
宍
道
町
、
大
森
神
社
旧
神
職
宍
道
（
池
田
）
家
蔵
『
勲
業
宍
道
家
正
系
」
（
一
）

人
七



/¥. 
人

風
土
記
』
の
方
位
の
ず
れ
｜
編
纂
過
程
推
測
の
一
手
が
か
り
｜
附
説
（
2
）
宍
道
町
市
街
地
内
の
古
代
山
陰
道
」
「
山
陰
史
談
』
第
お
号
、
山
陰
歴

史
研
究
会
、
平
成
9
（W
）
年
ロ
月
、
平
田
。

D
論
文
誤
植
訂
正
（
G
論
文
掲
載
分
の
追
加
）

（

誤

）

（

正

）

1
ベ
下
段
2
行
目
あ
る
い
は
南
↓
あ
る
い
は

E 

「
島
根
県
八
束
郡
宍
道
町
、
大
坪
三
家
の
系
譜
と
人
物
略
歴
（
二
）

宍
道
町
神
社
研
究
の
た
め
の
基
礎
的
資
料
と
し
て
｜
」
『
大
妻
女
子
大
学
紀

F 
要
ー
文
系
』
第
初
号
、
平
成
叩
（
明
）
年
3
月
、
東
京
。

「
島
根
県
八
束
郡
宍
道
町
、
大
坪
三
家
の
系
譜
と
人
物
略
歴
さ
弓
〔
完
〕
｜
宍
道
町
神
社
研
究
の
た
め
の
基
礎
的
資
料
と
し
て
」
『
古
代
文
化
研

G 
究
』
第
6
号
、
島
根
県
古
代
文
化
セ
ン
タ
ー
、
平
成
叩
（
官
）
年
3
月
、
東
京
。

「
出
雲
固
式
内
宍
道
神
社
（
『
風
土
記
』
宍
道
社
）
を
め
ぐ
る
社
論
（
一
）

1
一
二
崎
神
社
・
大
森
神
社
を
中
心
と
し
て
」
『
大
妻
女
子
大
学
紀
要

H 
文
系
」
第
出
号
、
平
成
日
（
羽
）
年
3
月
、
東
京
。

「
出
雲
国
式
内
宍
道
神
社
（
『
風
土
記
』
宍
道
社
）
を
め
ぐ
る
杜
論
（
一
二
三
崎
神
社
・
大
森
神
社
を
中
心
と
し
て
｜
」
『
大
妻
国
文
」
第
初
号
、

大
妻
女
子
大
学
国
文
学
会
、
平
成
日
（
的
）
年
3
月
、
東
京
。

「
出
雲
国
式
内
宍
道
神
社
（
『
風
土
記
』
宍
道
社
）
を
め
ぐ
る
杜
論
三
二
〔
完
〕
｜
三
崎
神
社
・
大
森
神
社
を
中
心
と
し
て
｜
」
『
大
妻
女
子
大
学

紀
要
文
系
』
第
辺
号
、
平
成
ロ
（
羽
）
年
3
月
、
東
京
。

注（1
）
宍
道
町
史
編
纂
委
員
会
『
宍
道
町
史
史
料
編
』
、
宍
道
町
発
行
、
平
成
日
（

ω）
年
、
宍
道
町
。
略
号
『
新
町
史
』
・
『
新
町
史
（
史
料
編
）
』

0

（2
）
「
こ
れ
ら
の
系
図
」
と
は
、
井
上
寛
司
氏
が
「
新
町
史
」
に
お
い
て
「
参
手
主
と
し
て
翻
刻
し
解
説
を
加
え
た
「
宍
道
氏
系
図
」
（
一
）

1

（
囚
）
を
指
し



て
い
る
。
こ
れ
ら
は
宍
道
（
池
田
）
氏
の
系
図
で
は
な
く
、
戦
国
武
将
の
宍
道
氏
の
系
図
で
あ
る
。
（
ニ

i

（
凹
）
は
当
初
「
宍
道
町
歴
史
史
料
集

（
中
世
編
）
』
（
平
成
4
〈
官
〉
年
）
に
発
表
さ
れ
、
後
に
『
新
町
史
』
に
解
説
と
共
に
転
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
解
説
の
文
章
も
変
わ
っ
て
い
な
い
。

「
新
町
史
』
で
は
（
四
）
の
後
に
「
〈
参
考
〉
宍
道
氏
系
図
（
五
）
勲
業
宍
道
家
正
系
」
と
し
て
新
た
に
追
加
し
て
翻
刻
と
解
説
を
行
な
っ
て
お
ら
れ
る
。

解
説
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
こ
の
（
五
）
も
（
一
）

i

（
四
）
の
「
こ
れ
ら
の
系
図
」
と
類
似
の
性
格
と
見
て
お
ら
れ
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

（3
）
『
宍
道
達
氏
所
蔵
宍
道
氏
家
系
図
』
（
B
論
文
竹
ペ
下
段
4
1
7
行
目
）
に
は
、
回
世
宍
道
神
主
幸
雄
（
池
田
重
一
章
と
同
一
人
物
）
に
つ
い
て
「
明
治
ノ
度
幸

雄
ト
改
ム
」
と
記
す
。
同
系
図
の
必
世
よ
り
却
世
（
同
『
系
図
」
は
必
世
以
降
日
世
峰
清
ま
で
が
記
さ
れ
て
い
る
）
の
聞
は
池
田
姓
で
あ
る
。

E
論
文
お
ぺ
上

段
史
料
切
に
も
「
造
酒
重
章
（
後
宍
道
幸
雄
ト
云
フ
こ
と
あ
る
。

（4
）
井
上
寛
司
編
著
『
宍
道
町
歴
史
史
料
集
（
中
世
編
）
』
、
宍
道
町
教
育
委
員
会
発
行
、
平
成
4
〈
官
〉
年
、
宍
道
町
。

宍
道
鈴
子
家
所
蔵
の
諸
家
系
図

間
『
勲
業
宍
道
家
正
系
』
（
文
書
⑧
）
の
ほ
か
に
、
宍
道
（
池
田
）
家
は
次
の

3
種
の
家
系
図
を
所
蔵
し
て
お
ら
れ
る
。

＠ 

巻
子
『
出
雲
勲
業
宍
道
家
正
系
』

1
軸
。
（
文
書
⑧
）

⑮ 

冊
子
『
出
雲
勲
業
宍
道
家
系
譜
』

冊

。
洋
装
の
闘
い
ク
リ
ー
ム
色
表
紙
の
ノ
ー
ト
ブ
ッ
ク

1
冊
。
題
名
無
記
。

⑤
は
「
は
じ
め
に
」
に
記
し
た
、
四
を
祖
本
と
し
て
後
に
必
世
以
下
を
後
補
し
た
系
図
の
一
つ
で
あ
る
。
日
世
宍
道
峰
清
（
天
保
6
〈
H
g
e
年

生
・
大
正
8
〈
山
口
〉
年
没
、
満
制
才
）
の
手
跡
で
宍
道
家
自
家
用
の
罫
紙
に
記
し
、
紺
色
の
表
紙
に
峰
清
筆
に
よ
る
題
築
を
貼
り
、
袋
綴
じ
に
し
て

い
る
。
日
世
宍
道
勲
で
終
る
。
日
世
は
峰
清
の
孫
勲
氏
の
手
跡
。
ほ
か
に
⑮
と
同
じ
く
冊
子
本
形
態
の
『
宍
道
家
霊
位
記
』
が
あ
る
。
こ
ち
ら

は
各
世
代
の
当
主
と
妻
子
を
月
命
日
毎
に
分
け
て
記
し
た
も
の
で
、
自
家
に
備
え
た
「
過
去
帳
」
に
当
た
る
も
の
で
あ
る
。
筆
跡
は
峰
清
で
、

峰
清
以
外
の
複
数
の
別
筆
に
よ
る
追
補
が
あ
る
。
恐
ら
く
⑮
を
基
に
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

。
は
峰
清
の
孫
勲
氏
（
明
治
お
〈
官
〉
年
生
・
昭
和
田
〈
百
〉
年
没
）
が
戦
国
武
将
の
宍
道
氏
の
系
図
（
宇
多
天
皇
に
始
ま
り
、
佐
々
木
秀
義
、
京
極
高

島
根
県
宍
道
町
、
大
森
神
社
旧
神
職
宍
道
（
池
田
）
家
蔵
「
勲
業
宍
道
家
正
系
』
（
一
）

J¥ 
九



秀
、
宍
道
秀
益
を
経
、
明
治
2
年
生
の
省
三
で
終
る
）
を
ボ
ー
ル
ペ
ン
で
写
し
た
も

の
で
あ
る
。
勲
氏
の
考
証
も
記
さ
れ
て
い
る
。
外
題
・
内
題
・
奥
書
相
当
の
も

の
は
な
い
。

＠
は
阻
と
非
常
に
近
い
関
係
に
あ
る
系
図
で
あ
る
。
両
者
は
別
人
の
手
跡
と

考
え
ら
れ
る
。
天
孫
岩
苔
少
領
出
雲
臣
か
ら
始
ま
り
引
世
宍
道
兵
庫
介
家
清
で

終
り
、
基
本
的
に
は
共
通
し
て
い
る
。
細
部
に
は
不
一
致
が
見
ら
れ
、
か
な
り

相
違
す
る
箇
所
も
あ
る
。
両
者
を
比
較
す
る
と
、
閣
を
後
に
取
捨
選
択
し
、
謹

直
な
書
写
を
行
な
っ
て
、
よ
り
立
派
な
巻
子
仕
立
て
に
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
従
っ
て
、
閣
を
翻
刻
す
れ
ば
翻
刻
の
必
要
は
な
い
と
考
え
る
が
、
後
の
た

め
に
書
誌
解
題
を
記
し
、
巻
頭
の
写
真
l
枚
を
掲
載
す
る
。

文
書
＠
巻
子
「
出
雲
勲
業
宍
道
家
正
系
』

書
誌
解
題

巻
子
1
軸
、
原
装
、
表
紙
茶
地
龍
文
様
鍛
子
、
見
返
し
に
金
砂
子
、
原
印
可

軸
。
表
紙
態
N

－us－督。
h
n
g。
外
題
な
し
。
内
題
「
出
雲
勲
業
宍
道
家
正

系
」
。
本
文
料
紙
檀
紙
8
枚
、
第
1
紙
寸
法
縦
N
N－
F
B
・
横

g－
HnB、
有
白
界
。

奥
書
な
し
。

九
0 

宍道鈴子氏所蔵巻子『出雲勲業宍道家正系』（文書＠）写真（ 1 ) 
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九

大
鷹
檀
紙
（
縦
臼
・

5
3
・横
8
・P
E）
1
枚
に
上
下
2
段
に
書
か
れ
、
裏
は
無
記
。
文
字
面
を
表
に
し
て
横
に
二
つ
折
り
し
、
さ
ら
に
七
つ
に
折

る
。
た
め
に
折
目
の
文
字
が
磨
損
し
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。
鍍
紋
が
あ
る
た
め
、
江
戸
中
期
の
紙
と
見
ら
れ
る
。
料
紙
全
体
に
橡
色
の
染
料
を

掛
け
、
古
色
を
着
け
た
如
く
見
え
る
。
色
は
濃
淡
の
斑
が
あ
り
（
写
真
同
参
照
）
、
裏
表
は
同
色
で
は
な
く
、
裏
は
表
よ
り
も
全
体
的
に
薄
い
。
全

体
に
稚
拙
な
筆
跡
で
あ
る
。
文
字
か
ら
は
作
成
時
期
の
推
測
は
不
能
で
あ
る
。

四

四
「
勲
業
宍
道
家
正
系
』
翻
刻

本
系
図
の
コ
ピ
ー
が
島
根
県
立
図
書
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。
共
に
保
管
さ
れ
て
い
る
文
書
に
「
昭
和
田
年
目
月
小
浜
安
希
子
氏
寄
贈
」
と

あ
る
か
ら
、
同
時
期
に
寄
贈
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
小
浜
安
希
子
は
小
浜
幸
子
氏
の
別
名
（
「
は
じ
め
に
」
氏
名
一
覧
参
照
）
で
あ
る
。
小
浜
氏
に

よ
る
と
、
宍
道
（
池
田
）
家
の
家
系
図
を
当
時
同
館
に
在
職
し
て
お
ら
れ
た
藤
岡
大
拙
氏
に
鑑
定
を
求
め
て
訪
れ
、
そ
の
際
小
浜
氏
が
館
に
寄
贈

せ
ら
れ
た
と
い
う
。
本
稿
に
掲
載
し
た
写
真
は
縮
少
率
が
高
い
か
ら
、
疑
点
は
同
館
の
コ
ピ
ー
を
参
照
せ
ら
れ
た
い
。

判
読
し
に
く
い
文
字
は
文
書
⑫
を
参
照
し
て
翻
字
す
る
。
特
殊
な
字
、
略
字
、
俗
字
を
そ
の
ま
ま
と
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
概
ね
通
行
の
旧

字
体
を
用
い
る
。
原
文
書
の
文
字
の
大
き
さ
・
行
間
に
は
不
揃
い
な
箇
所
が
多
々
あ
る
が
、
文
脈
で
判
断
し
、
読
み
易
い
よ
う
に
活
字
の
大
き

さ
・
行
を
決
め
る
。
考
察
の
便
宜
の
た
め
、
行
頭
に
行
数
を
ゴ
シ
ッ
ク
体
の
算
用
数
字
で
振
る
が
、
こ
れ
は
原
文
書
の
行
数
と
は
正
確
に
は
一

致
し
な
い
。上

段

勲

業

｛元

這

家

正

系



2 

正

世
清一戸
太夫

孫出出
書審
凪心

丙仁領
午賢山
七帝忌
月四言

~1.: 
霊雪実
見耳皇
ー下一－ ＂＂＇写

六百臣
降父

。産也
7巳

路
山
葬

3 4 

室
伊
富
伎
神
之
女
伊
美
比
女
青
木
山
葬

二

世

伊

美

子

完

清

太

之

長

男

完

道

山

葬

室
井
代
比
女
秋
鹿
比
古
之
女

5 6 7 

三
世
加
津
男
宿
禰
伊
美
子
之
長
男

室
乙
井
比
女
丹
波
園
丹
津
子
之
女

四
世
清
月
止
臣
伊
美
子
宿
祢
之
三
男

亮
官
官
時
九
十
七
葦
原
之
神
名
日
山
迂
化

（
直
前

0
7
）

室
益
加
比
女
図
書
屋
臣
之
女

8 10 9 11 13 12 

五
世
成
王
清
月
止
臣
之
長
子

室
睦
井
加
比
女
忌
部
連
之
女

14 

六
世
伊
古
美
雄
君
成
王
之
一
子
内
大
紫
位
之
臣

担
町
明
帝
十
年
戊
戊
二
月
二
日
降
産
自
鳳
五
年
丙
子
六
月
廿
三
日

15 16 

薬
害
三
十
九
丹
波
園
桑
田
出
雲
神
社
之
一
宮
司

子
武
尾
上
大
武
伊
志
見
連

17 

室
井
代
比
女
日
置
大
臣
之
女

18 

和
銅
六
発
丑
十
一
月
四
日
丹
波
大
野
谷
口
郭
陵

19 

七
世
武
尾
上
大
臣
雄
君
臣
伊
古
三
之
長
男

島
根
県
宍
道
町
、
大
森
神
社
旧
神
職
宍
道
（
池
田
）
家
蔵
「
勲
業
宍
道
家
正
系
』
（
一
）

九



九
四

20 

（式）

建
雄
神
後
弐
神
ト
祭
ル

21 

白
鳳
元
年
壬
申
正
月
一
日
降
産
延
暦
三
年
甲
子
正
月
六
日
莞
蕎

24 23 22 

百
十
三
大
和
園
山
遺
山
陵
葬

主
人
｝

室
弐
部
女
丹
波
之
日
置
大
臣
之
孫
女

天
平
十
一
年
己
卯
八
月
四
日
菟
蕎
六
十
五
山
遁
葬

25 

命

大
和
園
吉
野
金
峯
神
社

岡
山
遁
坐
大
圏
魂
神
社

出
雲
神
五
社

有
（
同
筆
で
加
筆
服
部
）

被
繍
上
回
俗
右
以
王
道
者
専
神
明
之
加
護
冥
助
丹
誠
者

官

武

尾

上

大

臣

26 27 28 29 30 

令
感
正
理
宜
建
雄
大
臣
勧
賞
而
四
海
太
平
之
可
依
請
云
依

31 

天
文気
武状
二如
年件
成♀
戊±

月

日

（
花
押
？
－
：
写
真
（
2
）
参
照

王

子

32 33 

八
世
出
雲
武
宿
祢
武
尾
上
大
臣
之
長
子

34 

室
豊
比
女
大
和
彦
之
女

35 

九
世
出
雲
麻
呂

出
雲
武
長
男
宝
亀
元
戊
九
月
十
九
日
迂
化

室
飯
多
理
比
女
出
雲
利
一
山
之
女

36 37 

十
世
完
道
鵜
早
鳴
瀬
出
雲
勲
業
大
臣
出
雲
武
之
五
男



39 38 

大
同
四
年
己
丑
二
月
入
内
大
臣
勲
位
賜
布
喜
八
十
一
承
和
十
二
丑
四
月

六
日
山
漫
山
陵
葬

40 

飯
多
理
姫
之
妹
之
女

室
八
重
比
女
出
雲
之
葦
原
大
野
迂
化

41 

十
一
世
園
造
左
大
史
吉
朝
臣
六
位
鳴
瀬
之
一
子
丹
波
谷
口
山
大
野
葬

室
伊
吹
姫
越
前
園
田
結
連
之
女
吉
野
迂
化

42 43 

十
二
世
伊
津
麻
日
吉
朝
臣
長
男
勲
位
越
前
園
田
結
之
陵
葬

十
三
世
織
田
人
国
造
士
口
朝
臣
之
五
男
勲
六
位
詩
草
葬

44 46 45 

織
田
人
之
三
男
小
野
茂
家
女

金
峯
山
迂
化
室
和
泉

十
四
世
勲
業
小
野
大
領
出
雲
臣

48 47 

十
五
世
固
徳
大
僧
正
天
台
兼
修
験
吉
野
金
峯
院
迂
化
玉
フ

室
室
野
妓
紀
勝
吉
朝
臣
之
女

49 

十

関谷
山国
品書
市僧
豆正

震末
仁ゴ

諸 If
神葎
杜閣

安窓
口 7

粛福
主長
法男
印

50 51 

長
徳
二
十
内
申
二
月
四
日
出
雲
園
完
道
郷
立
雲
院
入
定

居
紋
本
宮
六
合
菊

52 

院
巴
蔦
笹
輪

（下

日 53

段）

大
組
正
十
六
世
太
木
臣
勲
業
出
雲
臣
固
徳
大
僧
正
二
男

出
雲
一
園
完
道
郷
白
石
山
隊
金
峯
山
ト
号
、
ン
正
暦
三
辰
九
月
玉
城
ヲ
築
玉
フ

島
根
県
宍
道
町
、
大
森
神
社
旧
神
職
宍
道
（
池
田
）
家
蔵
『
勲
業
宍
道
家
正
系
』
（
一
）

九
五



九
六

56 55 

准
十
六
世
固
徳
大
僧
正
三
男
開
山
別
首
寮
医
玉
院
玄
信
法
脈
別
系

大
清
僧
都
天
照
園
照
薬
師
如
来
本
地
葦
原
三
宮
菊
、
王
法
印

57 

完
道
郷
悌
株
神
林
諸
圃
之
本
尊
ヲ
正
納
粛
本
宮
也

58 

十
七
世
勲
業
康
朝
朝
臣
太
木
臣
長
男

59 

具
平
親
王
之
御
女

室
内
侍
阿
野
姫

61 60 

十
八
世
勲
業
増
清
朝
臣
五
位
康
朝
長
子

室
家
姫
大
清
僧
都
之
女

62 

十
九
世
完
這
伊
操
守
安
清
朝
臣
増
清
長
男

安
清
二
男

法
脈
別
系
有

茂
清
四
男
園
海
僧
都

63 

二
十
世
完
道
五
位
茂
清
朝
臣

二
十
一
世
入
道
吉
平
主
典
史
寮
茂
清
長
男
立
雲
院
入
定

二
十
二
世
完
道
五
位
頼
定
恥
聞
記
土
口
平
長
男

室

家

姫

64 66 65 

布
志
名
保
定
之
女

67 

二
十
三
世
完
這
出
羽
守
頼
清
朝
臣
頼
定
一
男

二
十
四
世
完
道
五
位
秀
安
朝
臣
頼
清
長
男

園
造
政
孝
之
女

室
佐
野
姫

69 68 70 

秀
安
一
男

二
十
五
世
完
道
四
位
武
清
朝
臣
豪
毒
八
十
三
正
和
三
寅
七
月
十
一
日
立
雲
院
葬

二
十
六
世
完
道
五
位
豊
臣
朝
臣
武
清
長
子

二
十
七
世
完
遁
五
位
久
清
朝
臣
豊
臣
長
男

二
十
八
世
完
道
陸
奥
守
入
道
尊
正
朝
奴
久
清
二
男

71 72 73 



74 

二
十
九
世
主
王
光
清
出
雲
宿
祢
尊
正
長
男

塩
治
友
貞
之
女

室
左
野
女

75 76 

三
十
世
完
道
三
河
守
正
長
朝
臣

光
清
長
男

懸
永
三
十
四
年
丁
未
九
月
喜
三
十
四

77 

室
慶
方
佐
々
木
高
次
之
女

蕎
九
十
四
延
徳
二
戊
八
月
六
日
立
雲
院
葬

78 

三
十
一
世
室
慶
方
和
泉
法
名
慶
徳
殿
レ
院

磨
永
三
十
四
年
丁
未
十
二
月
二
日
治
世

79 

正
長
養
子

80 

二
一
十
二
世
佐
佐
木
近
江
守
源
義
清
朝
臣

法
名
瑞
磨
寺
殿
太
雅
開
5
大
禅
定
門
室
異
姫
正
長
息
女

三
十
三
世
完
道
伊
操
守
出
雲
正
清
正
長
之
男

81 82 

法
名
雲
岩
寺
殿

83 

際
、
水
三
十
四
丁
未
十
二
月
二
十
三
日
降
産
文
亀
三
発
亥
八
月
二
十
五
日

84 

室
幸
方
完
遁
二
郎
武
久
之
女

薬
害
七
十
七

85 

康
正
元
乙
亥
之
年
大
森
為
団
地
大
永
三
東
之
流
山
麻
畠
ニ
遷
ス
初

87 86 

客
堂
ニ
安
置
粛
本
宮
葦
原
三
宮
完
道
正
宮
嘗
世
正
清

本
宮
大
森
太
明
神
宝
前
位
田
修
地

88 

三
十
四
世
齢
社
一
が
お
部
大
輔
義
秀
義
清
長
子
法
名
雲
松
寺
殿

栗
原
七
郎
兵
衛
女

89 

室
満
女

島
根
県
宍
道
町
、
大
森
神
社
旧
神
職
宍
道
（
池
田
）
家
蔵
「
勲
業
宍
道
家
正
系
」
（
一
）

九
七



九
人

92 91 90 

順
寛
之
子

前
司
農
華
翁
林
々
禅
定
門
異
言
大
明
寺
殿

景
徳
寺
順
寛
別
系
大
平
寺
殿

普
門
寺
殿

93 

正
清
之
長
男

三
十
五
世
佐
々
木
遠
江
守
源
正
氏
朝
臣
法
名
西
成
寺
殿

コ
一
十
六
世
完
道
伊
珠
守
源
正
次
朝
臣
正
氏
三
一
男
法
名
慶
隆
寺
殿

池
田
直
神
儀
統

94 95 98 97 96 

正
次
之
二
男

正
繋一

世
池
田
査
岐
守 正

繁
之
子

正
貞一

一
世
完
道
左
京

正
繁

三量男
世
池
田
弐芸
部
大
夫 正

置
長
子

正
直四

世
池
田
左
京

101 100 99 

正
直
之
男

氏
種
（
マ
マ
）

五
世
完
遁
形
部
大
夫

氏
種
長
男敏

墨
田
一

六
世
池
田
民
部
大
夫

103 102 

二
一
十
七
世
完
道
伊
操
守
隆
慶
正
次
長
男
法
名
経
慶
寺
殿

文
亀
一
一
壬
戊
三
月
十
九
日
降
産
天
文
二
十
三
甲
寅
四
月
八
日
経
慶
寺
葬

106 105104 

隆
遠壁

五号量
正

良隆
入弟室

道来
高方
浮毛

Z 型
璽単
雲之
寺女

聖書
巣主
出：十；
張六

湯
場
之
片
田
葬

句，，O
 

1
 
三
十
八
世
伊
預
守
隆
清

隆
慶
之
三
男



神

儀

指

官

法

名

三
十
九
世
完
道
安
房
守
園
清
出
雲
勲
臣
慶
甫
源
賀
大
禅
定
門

永
禄
三
庚
申
正
月
六
日
降
産
文
録
三
甲
午
十
二
月
朔
日
亮
奪
三
十
五
祝
部
廻
葬

室
配
姫
池
田
左
京
大
夫
正
直
之
息
女

（ママ）

V
口
（
同
筆
追
記
）

四
十
世
完
遁
形
部
少
輔
賓
清
法
4
歓
血
管
院
宗
喜

室
小
梅
女
米
原
康
総
之
女

四
十
一
世
完
道
兵
庫
介
家
清

108 110 109 1
 

1
 

1
 

112 113 114 116 115 

園
清
之
三
男

室

完
道
武
蔵
守
成
吉
息
女

鈴
野
女

天
正
十
一
発
未
十
月
二
十
七
日
降
産

117 

＊ 

佐
々
木
義
信
之
女

（式）

室
弐
部
女

＊ 

＊ 

以
上
で
翻
刻
を
終
え
、
続
編
で
こ
の
系
図
の
批
判
を
行
な
い
、
系
図
の
作
成
時
期
・
作
成
者
・
作
成
の
目
的
等
を
推
測
し
て
行
き
た
い
。（続）

平
成
辺
（
羽
）
年
1
月
ロ
日
受
理

島
根
県
宍
道
町
、
大
森
神
社
旧
神
職
宍
道
（
池
田
）
家
蔵
『
勲
業
宍
道
家
正
系
」
（
一
）

九
九


